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【要旨】
オーストラリアにおいても、1990年代に米英からの影響の下、青少年向けメンタリ
ング運動が拡大している。モデル移行論の視点から見ると、オーストラリアのメン
タリング運動の特徴としては、学校でのプログラムを中心に、米国や英国・カナダ・
イスラエル等の外国の事例とその効果を精査しながら、自国の問題状況に応じたメ
ンタリング運動を展開していることがあげられる。

１．はじめに
本稿は、各国で生涯発達支援に成果をあげている青少年向けメンタリング運動の事例と
して、オーストラリアを取り上げ、その実態分析を行おうとするものである。今日の世界
のメンタリング運動の中心は米国にあり、その影響は急速に各国に広がっている。米国等
各国のメンタリング・プログラムの成果を学びつつ、メンタリング運動を強力に展開して
いるのがオーストラリアであり、メンタリング・プログラムのモデル移行論の視点からき
わめて重要な事例となっている。本稿は、オーストラリアの青少年向けメンタリング運動
の特徴を明らかにすると共に、メンタリング・プログラムの日本への導入問題を検討する
手掛かりとしたい。
メンタリングとは、成熟した年長のメンター(mentor)と若年のメンテイ(menteeま

たはprot6g6)とが基本的に一対一で継続的定期的に交流し、役割モデルと信頼関係の構
築を通じて発達支援を行うものである。メンタリング・プログラムは、①参加者募集、②
スクリーニング、③マッチング、④双方への事前指導、⑤モニタリング、⑥プログラム評
価、から構成される。「見知らぬ人の親切」’)に基づくメンタリングは、時に当事者の意図
に反して相手を傷つける等、ネガティブな成果を伴う危険性を伴いながらも、青少年の非
行防止や就業支援に成果を上げ、世代を還流する円環的生涯発達支援の革新として多大な
期待が寄せられている2)。
青少年問題の深刻化に直面していたオーストラリア3)においては、既に１９７０年代に学

校を基盤とするメンタリング運動が芽吹き、米国等の影響の下、それは１９９０年代に大規
模な市民運動に進化を遂げている。２０００年には各地のメンタリング・プログラムの連合と
してNationalMentoringAssociationofAustralia(通称MentoringAustralia)が結成
されている。さらに草の根レベルでのメンタリング運動を国家レベルで支援するために、
2002年には家族コミュニティサービス省がMentorMarketplaceプログラムを開始し、
2005年にはその第三者評価による最終報告書が出されている。
本稿は、これらのオーストラリアの青少年向けメンタリング運動の発展の軌跡を辿りつ

つ、いかにしてオーストラリアが米英両国のメンタリング運動の成果を学び、独自の運動
と成果を実現していったのか、メンタリング運動の生態学的モデル移行論4)の視点からそ
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の特徴を明らかにしたい。もともと米国において開始されたメンタリング運動が、各国で
どのような「異花受精」を行いながら、それぞれの社会という「士壌」で根を下ろしてい
ったのか。本稿はオーストラリアの事例を分析し、今なおメンタリング運動が未成熟な日
本への示唆を考察してみたい。

２．世界のメンタリング運動とオーストラリア
まず世界のメンタリング運動におけるオーストラリアの位置づけを明らかにしておきた

い。２０世紀初頭に米国で開始されたBBBS(BigBrotherBigSister)運動は、成果と組
織拡充と共に､会員数を伸ばしていった。しかしながら､その厳しい参加用件により、BBBS
のみでは１９８０年代の深刻化する青少年問題への対応が追いつかなくなり、米国各地で
BBBSよりも緩やかな条件でメンターを募る草の根運動が叢生した。1990年代には米国
の成果を受け、各国でメンタリング運動が広がっていった5)。
米国の影響を直接的に受け、１９１３年にはBBBSカナダを設立したカナダにおいても、

1990年代にメンタリング運動が興隆し、5,200のプログラムが活動していることが知られ
ている。人口比では世界的水準を誇るカナダでは１９９２年以来、Stay･in･Schoollnitiative
が創始され、メンタリングによる高校中退防止に成果を上げている。一方、ヨーロッパ大
陸においても米国のメンタリング運動の影響が広がり、ブレア政権下の英国では、BBBS
運動は根付かなかったものの、メンタリングは社会的包含に向け、青少年の非行防止や学
力向上、就業支援政策の中核に位置づけられている。スウェーデンやドイツ等でもメンタ
リング運動は広がり、１９９９年にはENYMO(EuropeanNetworkofYbuthMentoring
Organization)が結成されている。また、新しい国家体制となった南アフリカでは、2000
年にBBBS南アフリカ共和国が設立され､高等教育機関への入学機会が奪われていた黒人
のための各種個別支援に向けたメンタリング・プログラムが開始されている6)。
こうした各国のメンタリング運動を見ると、それぞれの国や社会の文化や状況によって

その進化の程度が異なっている。全世界的な経済活動の国際化や情報化の影響を受けなが
らも異なる経済状況や社会制度、政治状況にあって、それぞれの社会の規範や教育、福祉
状況によって、その動向は違ってきている。社会における貧富の差や差別、社会的逸脱の
問題について、その原因ならびに社会負担をいかに見るか、その原因除去のために社会政
策ならびに個人としていかに対応しているのか等の違いによってメンタリング運動の様態
は異なってきている。
オーストラリアのメンタリング運動は、こうした世界の状況の中にあって、米国をはじ
め他国の運動を慎重に精査し、自国の草の根運動を基礎に国家的運動に拡大展開している
事例となっている。2002年以降、コミュニティ心理学を中心とするメンタリングの効果研
究において、メンタリングのネガティブな効果への警鐘7)がなされる中、オーストラリア
はそうしたメンタリングの危険性と予想外に少ない実証成果を踏まえながら、メンタリン
グの現実的な政策を探求している事例として､極めて重要な意義をもつものとなっている。
以下では、オーストラリアでのメンタリング運動興隆の背景とその動向を、関連各機関の
報告書の分析を通じて明らかにしていきたい。

3．メンタリング運動興隆の背景：青少年問題

-122 -



１９７０年代にすでに後のメンタリング運動の萌芽となるLearningAssistanceProgram
(LAP)は活動を開始していたが、オーストラリアのメンタリング運動が本格的に興隆す
るのは１９９０年代であった。この時期には、国際化の進展による不確実性とその国内地域
経済状況への影響、女性と男性の仕事と家族役割の変化、｜日来の地域コミュニティによっ
て提供されていた安定性の崩壊を背景に、青少年問題が顕在化していた。１９９０年代当時、
深刻化する青少年問題への対応として興隆してきた各地のメンタリング・プログラムの論
拠は、他の西欧諸国と同様、オーストラリアの青少年が、子どもから大人として独り立ち
する際に遭遇している種々の困難の克服に向けた支援の必要性、とりわけ、近年大幅に低
下してきている青少年が周囲の大人から与えられる日常的なインフォーマルな支援を補完
する必要性にあった。
オーストラリアにおいてメンタリング運動が興隆する背景には、高い自殺率に象徴され
る青少年問題が存在する。１９７８年から１９９６年には青年男子の自殺率が倍増する一方、１５
歳から１６歳の青年女子の自殺未遂による入院は男子の３倍となり、オーストラリアの青
少年の自殺率は世界第５位と見積もられている8)。こうした青少年の高い自殺率の背景に
は､以下のような青少年が成育する家族環境の変化､学校への適応問題や雇用状況の変化、
不法薬物使用の広がり等による健康悪化の問題が介在していることが知られている。
オーストラリアの青少年は従来にない家庭環境で青年期を迎えている。１９８０年代には

13％であった一人親家庭は２０００年には２１％となり、約１００万人の子どもや青少年が一人
親家庭で育っている。１９９７年には２０歳から２４歳の子どもを持つ青年(１５万人)のうち、
45,000人が一人親であり、その殆どが女性であった。また１９８９年から１９９８年の間に２３
万の失業家庭が増大し、その３分の２は一人親家庭であった。およそ５人に一人の子ども
（８０万人）が失業家庭で育ち、１９９６年の１２歳から２４歳のホームレスの青少年は37,000
人と見積もられ、これらの青少年の多くは在学中からホームレスとなっている。青少年は
こうした家庭状況の変化（家庭での抗争や家族構成の変化や崩壊）に対応しながら、必要
な各種の支援を受けることなく、独立した大人になるための方途を探ることを余儀なくさ
れている9)。
学校生活や雇用状況についても深刻な問題状況が顕在化している。当該年齢人口の約

70％が中等教育に在学しているが､1998年には１４歳の３％が長期欠席ないしは在学せず、
その率は1988年から倍増している。長期的には子どもの社会的背景の教育機会への影響
は減少してきているが、早期学校修了者は、低学力者、男性、原住民系、低所得家庭出身
者、地方出身者が圧倒的多数を占めている。雇用については、２０歳から２４歳のフルタイ
ム雇用率が１９８９年の６６％から１９９９年の５２％に低下し､パートタイム雇用率は１１％から
21％に増加している。１９９０年代後半には雇用市場の大幅な拡大が見られたオーストラリ
アではあったが、これらの拡大の殆どは２５歳以上で生じ、青少年の多くは、低水準スキ
ルで低賃金、カジュアルなパートタイム雇用で小規模企業で働くことを余儀なくされてい
る'0)。
青少年の健康状態については、多数の青少年が喫煙や飲酒をし、これらと関連する自動

車事故や薬物関連の死､自殺､暴力事件が青少年の死因のほぼ４分の３を占めている｡１９９７
年には１２歳から１６歳の青少年の２０％以上に精神健康上の問題があるとされ、１８歳から
２４歳の青年の２７％に精神障害が認められている。１８歳から２４歳の男性の２２％がアルコ

-１２３-



-ルやドラッグに依存ないしはそれらを有害水準に至るほど多用し、同様の女性の割合は
11％となっている。健康状態についてとりわけ深刻な問題状況にあるのが、アボリジニー
等原住民系の青少年であり、原住民系の青少年の死亡率は男性で２．８倍、女性で２倍とな
っている。また１９９６年の十代の母親による出産の割合は、オーストラリア全体では５％
であるが、原住民系では２２％となっている11)。
社会経済的変化が及ぼす家族構造や機能への影響から生じた家族環境や、学校、雇用、

健康状態の悪化により、オーストラリアの青少年は大人からの必要な支援を得るのが困難
な状況に陥り、とりわけ男性の役割モデルがない家庭の増加は深刻であった。青少年が早
期に大人になるよう促す社会的文化的圧力や期待は、進学者の増大による在学期間の長期
化とは相反するものとなっていた。「青少年は、その年齢、経験不足、発達段階により、常
にある程度は『危機的状況」にある。しかしながら今日、彼らへのソーシャルサポートと
指導には、特別なギャップが存在している。ますます孤立、抑鯵、拒否、孤愁、自らの存
在価値を見出せない思いを様々な程度に感じている青少年の割合が増加している」’2)。
こうした状況にあって､Werner等による１９８０年代に展開された人生の危機とレジーリ

エンスに関する研究成果は､子どもの成長発展過程における大人との関係性が提供する｢保
護」の重要性を強調した。子どもや青少年の生活における支援的大人との関係性の決定的
重要性は日常生活においてよく知られ、両親以外の大人との親密な支援的関係性による、
時に人生を転換させるような絶大な影響力に関する文献も古今東西、多数存在している。
メンタリング・プログラムは自然なインフォーマルなメンタリングの一部局面を複製すべ
く、青少年にこうした見知らぬ大人との支援的関係性を提供しようとするものであり、よ
り具体的には、青少年に学びを援助し、教育や訓練、雇用に関する十分な情報と理解に基
づいた決定ができるよう支援しようとするものである'3)。

４．メンタリング運動の興隆と発展：１９９０年代
メンタリングの関係性は、青少年が教師やカウンセラー、警察官、ソーシャルワーカー

などの多くの専門家と経験する関係性に含まれる場合もあるが、メンターが一般的に無償
のボランティアであること、関係性に感情的社会的要素がある点において異なる。また役
割モデルが青少年の捉え方や目標となっているのに対し、メンタリングはそうした目標に
到達するために青少年を援助するメンターの具体的行動に焦点づけられている。①青少年
の必要性への焦点化、②本質的に関係性としてのメンタリング、③メンタリングとより広
範な地域コミュニティとの間の緊密な連関、が青少年向けのフォーマルなメンタリング・
プログラムの理論的根拠となっている'4)。
１９９０年代にオーストラリア各地で叢生したメンタリング・プログラムは、すでに１９７０

年代にその萌芽的プログラムが活動を開始していた｡1976年に保護者が開始した学校での
ボランティア活動であるLearningAssistancePrOgram(LAP)ならびに1980年代に設
立されたBBBSオーストラリアである。
LAPは、生徒の学習支援に向けた、生徒・ボランティア・教員スタッフの連携によるプ
ログラムである。毎週１セッション、生徒の特異な必要に応じた活動計画をコーディネー
ターと生徒で工夫をこらしながら一対一の支援を行っているLAPは、オーストラリアが
独自に考案したメンタリング・プログラムの代表であり、１９９５年にはTAPAssociation
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となって、約1,000校で１万人のボランティアを擁する運動となっている。LAPの成功は
以下の五つの単純な原理に基礎づけられている。すなわちLAPは、①常に一対一の、②
関係性に関わる、③自身と自尊心を築く、④学習に創造的アプローチを行う、⑤学校にお
ける保護者と地域コミュニティの参加を促進する、プログラムである'5)。
一方、BBBS(BigBrothersBigSisters)については、百年の伝統を持つ米国の影響下、

1980年当初メルボルンで試行プログラムとして実施された後、１９８２年にBBBSオースト
ラリアが設立された。BBBSオーストラリアは両親以外の大人からの援助が必要な７歳か
ら１７歳の青少年に質の高いメンタリングを提供している。カソリック家族福祉局の主催
によりメルボルンの東部都市地域で実施され、アメリカをモデルにオーストラリアの必要
に応じて組織された。一時期TheChristianBrothersに主催されたが、1988年から1997
年までは管理委員会として独立組織となり、さらに青少年裁判処遇に特化したJesuit
SocialServicesと合併し、その非行防止部門の一部となっている。2001年、Big
Brothers-BigSistersAustraliaLtd.が既存のBBBSのプログラムの認定促進のために設
立され、不利益を被っている青少年と、不適切者が排除され訓練を受けたボランティアの
メンターが組み合わされ、両者は定期的に地域コミュニティで会い、各種の活動を共に行
っている。BBBSオーストラリアのメンターは通常12ケ月以上、週４～６時間の貢献を
行っている'6)。
LAPならびにBBBSによる萌芽的メンタリング運動に基礎づけられ、1990年代には前

述の深刻化する青少年問題への対応として、各種のメンタリング・プログラムが本格的に
始動した。１９９４年にはTheSchoolVblunteerProgram(SVP)が開始され、高齢者メン
ターによる異世代メンタリングが学校でのボランティア活動の一環として展開されるよう
になった。１９９８年には、TheSmithFamilyがLearningfbrLifbプログラムにおいて、
読解困難な生徒のための識字メンタリング・プログラムの試みを実施し、これが後の
student2studentプログラムの原型となっている。さらに1999年には非行や退学等真つ
当な人生から外れる危機にある中高校生向け就業支援のためのメンタリング・プログラム
が開始されている'7)。
こうした青少年向けの各種のメンタリング・プログラムの叢生動向を受け、１９９９年には

DusseldorpSkillsForumが米国のメンタリング･プログラムの研修視察旅行を企画した。
それは、それまで通常の状態にある青少年の支援を行うプログラムが殆どであったオース
トラリアのメンタリング運動が、米国等でなされている「危機的状況」にある青少年を支
援するメンタリング・プログラムの成果と課題を学ぶためであった。オーストリアの視点
から、対象メンテイ、メンター募集、財源、メンターのスクリーニングと研修、プログラ
ム評価、資料作成のあり方に焦点を絞った訪問調査が、米国各地のBBBS等八つのメンタ
リング・プログラムを対象になされ、その報告書が出されている'8)。
1999年には、教育訓練青少年問題省の委託によるInternationalYearofOlderPersons

MentoringResearchProjectが出版され、メンタリング研究の成果に関する詳細なレヴュ
ー、ならびに米国、英国、カナダ、イスラエルでのメンタリング・プログラムの分析がな
された。同報告のOlderPersonは高齢者という意味ではなく、メンティよりも年長とい
う、より広範で比較的な意味合いで用いられている。同報告書はオーストラリア国内に少
なくとも２００のメンタリング・プログラムが存在し、これらのうち学校に基盤を置くプロ
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グラムは４５あることを確認している。同報告書の関心は、学校を基盤とするメンタリン
グ・プログラムにあり、その現状を国際比較的観点から分析すると共に、オーストラリア
国内の学校関連のメンタリング・プログラムをその特徴によって以下の九つに類型化し、
それぞれの代表的プログラム事例の現状と成果を総括している'9)。
①学校制度内のプログラム:LAP(個々の子どもの必要に応じて、保護者や地域コミュ
ニティの高齢者が１２学年までの生徒の一対一のメンターに）等。
②外部組織と学校との連携によるプログラム:SchoolVblunteerProgram(退職者や高
齢者が主に小学校上級学年および中等学校下級学年の危機的状況にある生徒の一対一のメ
ンターに）等。
③学校群への学校制度コンサルタントによるプログラム:VbcationalEducation

PrOjects(退学や不登校の危機にある中等教育の生徒に、具体的職業に焦点化された特定
の専門知識や経験をもつ地域コミュニティのメンバーがメンターに）等。
④個々の学校と個人のコンサルタントとTAFEのパートナーシップ:ASchool-to･Work

Program(職業一般に関し９-1０歳の希望者にTAFEに在学する中年の地域コミュニティ
のメンバーがメンターに。一対一や一対二、集団メンタリングも）等。
⑤個々の学校と個々のビジネス・メンター:EnterpriseEducation:ASchoolBusiness

Club(ビジネスや起業についてビジネス・クラブに属する第９学年から第１２学年までの
中等学校の生徒に、保護者やビジネス関係者がメンターに）等。
⑥外部のメンタリング組織と個々の学校の連携:SportsChallengeProgram(スポーツ
と自尊心の喚起に焦点を絞り４歳から１０歳の危機的状況にある子どもに、スポーツ界の
高名な男女がメンターに。少人数グループによるメンタリング）等。
⑦大学と学校の連携:STARnet(多様な学校と大学のITリンクにより科学的関心の喚

起と学力向上をめざし、大学生が中等教育学校の理系学生のメンターに）等。
⑧学校内の個々の学級と個々のメンターの連携:MentoringofGiftedStudents(特殊

な学問的プロジェクトに焦点化し、特別な専門知識のある保護者が５-６歳の特別な才能の
ある子どものメンターに）等。
⑨学校と企業との連携:OneSchoolandaBank(銀行の従業員が９-1０歳の成績不振者

のメンターに）等20)。
これらに基づき同報告は教育当局と政府に対して次のような勧告を行っている。①学校

でのメンタリング・プログラムの発展を奨励支援すること、②学校での新しいプログラム
の発展を支援するため、オーストラリアでのメンタリング・プログラムの導入に際し、現
存の専門的知識を活用すること、③高齢者や他の地域コミュニティのメンバーが学校にお
けるメンタリング・プログラムに参加するよう奨励支援すること、④学校における危機管
理とボランティアの管理のための全般的なガイドラインの発展を促すこと、⑤学校と地域
コミュニティならびに企業組織との協働を促進すること、⑥学校におけるメンタリング・
プログラムの発展とそれらの継続的導入と評価のための現実的に必要な財源を提供するこ
と、⑦学校におけるメンタリングに関する更なる研究の支援、⑧メンタリングを促進し、
情報を広め、支援を提供するためのメンタリングのネットワークの確立を促進すること。
さらに学校に対しても次のような勧告を行っている。①メンタリングとメンタリング・プ
ログラムに関する出来る限り多くの情報を求めること、②個々の具体的な生徒の必要に対
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応するために小規模のメンタリング・プログラムから開始すること、③企業や地域コミュ
ニティの組織と協働してメンタリング・プログラムの発展を探求すること、④成果を上げ
ているプログラムに貢献している諸特徴を考慮しながら注意深くメンタリング・プログラ
ムを計画すること、⑤メンタリング・プログラムが確実に学校のカリキュラムやエートス
と明確に関連する積極的なイメージとそれ自身のアイデンティティを持つよう保障するこ
と、⑥学校でメンタリング・プログラムを導入したいという教師を奨励支援すること、⑦
プログラムの論拠と個々の生徒の必要にかなうメンターを探すこと2')。
１９９０年代のメンタリング運動の興隆とメンタリングに調査研究は、２０００年のNational

MentoringAssociationofAustralia(通称MentoringAustralia)の結成によって更なる
進化を遂げた。MentoringAustraliaは多様な形態のメンタリングにおける最良の実践を
促進するための良質の指導性と専門的支援ならびに国家的焦点を提供することを使命とし
て結成され、オーストラリアにおける各種の青少年向けメンタリング運動の中核組織とな
っている22)｡MentoringAustraliaはメンタリングを「より経験のある人物が経験のない
人物の目標の明確化ならびにその成就に向けた援助を含む、相互に有益な関係性」と定義
し、有効なメンタリングを次のように描写している。①メンテイの必要に焦点づけられた
関係性、②心を砕いて世話をする支援的関係性の育成、③すべてのメンティが自身の持つ
最高最良の潜在力の発展奨励、④活動的な地域コミュニティのパートナーシップを発展さ
せるための戦略23)。
MentoringAustraliaは、信頼される良きメンタリング・プログラムは次の各要素を必
要条件としているとしている。①よく定義された使命声明と確立された運営原理、②メン
ターとメンテイとの定期的持続的な接触、③承認された組織の主催下での体制確立、④適
切なスキルを持つ有給ないしはボランティアのスタッフ、⑤全てのスタッフとボランティ
アの位置づけに関する文書化された役割声明、⑥均等雇用機会要件の遵守、⑦そのプログ
ラムに適切な、エスニシテイ、文化、社会経済的背景、ジェンダーとセクシユアリテイに
関する包括性、⑧十分な継続安定的な財務流入資源、⑨文書化された管理ならびにプログ
ラムの手続き、⑩プログラムへの参加資格を明確に示した文書化された規準、⑪プログラ
ム評価と継続的査定、⑫利害関係者からの入力のあるプログラム計画、⑬危機管理と守秘
方策、⑭一般的に受容された会計実践の使用、⑮全ての当事者の必要に基づいく員配置の
論拠24)、である。
一方､１９９９年には青少年の独り立ちに向けた就業支援を目指すYbuthPathwaysAction
PlanThskbrceが首相によって設立され、メンタリング運動は民間ならびに政府の双方か
ら推進されるようになり、新たな進化の段階を迎えている。

５．メンタリング運動への国家的支援：２００１年以降
MentoringAustraliaの結成とその活動に象徴される民間でのメンタリング運動の発展、
ならびに２００１年に発表された首相による青少年生き方行動計画特別委員会(Prime
Minister'sYbuthPathwaysActionPlanTaskfbrce)の報告書によって、メンタリング運
動は青少年の就業支援に向けた大規模な国家戦略の中核へ変貌を遂げていった。同特別委
員会は、青少年の一人立ちにとっての教育と雇用の重要性を強調し、就業支援のための各
機関の連携強化の必要性を提ﾛ昌すると共に、すべての青少年に信頼し、支援・指導・世話
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を求めることができる少なくとも一人の安定した大人が必要であり、青少年向けの移行支
援サービス向上の必要性、ならびにメンタリングが一連の困難に遭遇している青少年の生
活に重大な違いをもたらしうると述べ、構造化されたメンタリング・プログラムの推進を
提言した25)。
2002年には､上記の報告書を受け､家族コミュニティサービス省がMentorMarketplace
プログラム開始した。その目的は次のように記されている。「新しいメンタリング活動の確
立と成果をあげている現存するプロジェクトの成長発展を援助することによってメンタリ
ングの効果を確定拡張する。メンタリングの機会は、里子、若年保護者、障害を持つ青少
年、原住民の青少年、不利益を被っている集団や地域出身の青少年を含むすべての青少年
にとってメンタリングヘのアクセスを確保するであろう。同プログラムは、多数の自己継
続的メンタリング活動における企業や地域コミュニティ部門の広範で熱心な関与という結
果を生み出す、企業や学校、地域コミュニティにおけるメンタリング文化の発展を目指し
ている」２６)。同プログラムは、３年間に２７のメンタリング・プロジェクトに４００万ドル
の補助金を交付し、メンタリング運動の全国的展開に強力な指導力を発揮している。
一方、司法省は全国犯罪防止プログラムの一環として、２００１年に原住民系青少年の非行
防止のためのメンタリング・プログラムPanyappi27)を設立28)すると共に、翌2002年に
は犯罪防止のための早期介入政策としてのメンタリング・プログラムに関する調査研究に
着手した。国内外の関連文献ならびにオーストラリア国内の２１のプログラムを分析対象
とした２００３年に出された報告書は、参加者募集、スクリーニング、マッチング、双方へ
の事前指導、モニタリング、プログラム評価に優れた成果を生み出す要件を総括し、より
良い実践に向けた情報交換のための関係者による全国ワークショップ会議の開催、優れた
実践に関するマニュアル作成、現行のメンタリング・プログラムの評価ならびにプログラ
ムへの財源確保を勧告している29)。
２００４年には、MentOringAustraliaが青少年向けメンタリング・プログラムの発展とそ

れが繁栄する環境確立のため、国家戦略としてのメンタリング・プログラムの整備と支援
を勧告した。その原則として以下の９点が掲げられている。①フォーマルおよびインフォ
ーマルなメンタリングの必要性、②地域の必要を反映した地域コミュニティの機能として
のメンタリング､③現存する政策枠組の高度化､④広範に基礎付けられた戦略､⑤経済的・
社会的参加育成、⑥早期介入、⑦青少年を支援する多様な方法、⑧プログラムの持続性、
⑨青少年の参加、である30)。また国家的なメンタリング戦略を支える構造として、①国家
最高組織、②地域連合、③連邦政府による戦略3')を掲げ、国家戦略が含む要素として、①
メンタリングの明確な定義、②青少年のメンタリングを促進する連邦政府の指導性、③青
少年のための地域コミュニティを基盤とする地方のメンタリング・プログラムを維持発展
させるための国家的支援と財源、④良質のプログラム、⑤青少年のメンタリングを支援す
る企業、雇用者、慈善財団にとっての高度化された役割の推奨促進、⑥革新とより良い実
践の促進、⑦青少年のメンタリングのための連邦政府支出資金の増額と長期化、が上げら
れている32)。
２００５年には前述のMentorMarketplaceプログラムへの第三者機関による評価に関す
る最終報告書が出され、メンタリング・プログラムの効果については、多くは短期評価が
不可能であるものの、全般的に各利害関係者に良好な成果をあげていることが確認されて
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いる｡青少年にメンターという形での積極的役割モデルが提供する貴重な影響が評価され、
今後の良き実践原理として、次の６点が掲げられている。①青少年向けメンタリング．プ
ロジェクトは単独ではなく関連分野の主催組織によって提供される一連のサービスに統合
されるべきである。②青少年向けメンタリング・プロジェクトは、メンターの完壁なスク
リーニング、メンターとメンテイのマッチング、メンターの訓練、メンタリング関係の終
了に関して､強力な､明確に定義され文書化された構造と政策を適切に保持すべきである。
③メンタリングの関係性の本質、持続、役割は、すべての関係者（プロジェクトのスタッ
フ、メンター、メンティ、場合によっては親）に、メンタリングの開始時ならびにその後
も必要に応じて継続的に、明瞭にされるべきである。④メンタリング主導者は、指導原理
としてメンタリングを受けている青少年に権限委譲することを目指すべきである。青少年
の権限委譲の目的がプロジェクトのすべての面において伝えられるべきである。⑤メンタ
リング・プロジェクトは関連分野で活動している組織との強力な機関間ネットワークを確
立すべきである。⑥メンタリング・プロジェクトは対象となった集団の必要に合致するよ
うになされねばならない。合わせるべきは選抜、メンターの訓練とモニタリング、プロジ
ェクトの狙い、メンタリング活動の本質といったプロジェクト．デザインの全ての要素を
考慮すべきである33)。

６．おわりに
以上、オーストラリアにおける青少年向けメンタリング運動の発展の軌跡を分析してき

た。オーストラリアのメンタリング運動の特徴としては、学校でのプログラムを中心に、
米国や英国・カナダ・イスラエル等の外国の事例とその効果を精査しながら、自国の問題
状況に応じたメンタリング運動を展開していることがあげられる。
１９７０年代にすでに学校での保護者によるボランティア活動の一環としてメンタリング

運動の萌芽を形成していたオーストラリアでは､1990年代のメンタリング運動の本格的興
隆に際してもその中心は学校にあった。地域コミュニティの中核として学校の機能を最大
限活用しながら、種々のメンタリングを展開している。同じ移民の国である米国でのメン
タリング運動が学校と連携するのは地域コミュニティの各集団によるメンタリング運動が
成熟してからであることを考えると、学校がメンタリング運動の重要拠点となっている点
が、オーストラリアのメンタリング運動の特徴をなしているといえる。このことは、今後
の日本でのメンタリング運動の展開を模索する際の重要な手掛かりになるように思われる。
さらに重要であると思われるのは、オーストラリアのメンタリング運動が米国を中心に

英国・カナダ・イスラエル等の外国の事例とその効果を精査しながら、自国の問題状況に
応じたメンタリング運動を展開していることがある。メンタリング運動の成果に関する研
究を詳細にレヴューし、米国を中心に諸外国の事例から学びつつも常に自国にそのまま適
用できないことに留意している。危機的状態にある青少年への対応や特定社会集団向けの
メンタリング・プログラム、ならびにプログラムの実践方策は米国から学んでいるが、青
少年の就業支援政策の全般的枠組は英国のそれに酷似した体制をとろうとしている｡一方、
メンタリングそのものの捉え方については、それからもたらされる短期的な実証成果より
も関係性そのものがもたらす長期的影響に着目している点で、英国の学校でのメンタリン
グ・プログラムとは異質なものとなっている。
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これらの特徴は既存の学校でのボランティア運動の「土壌」に、米国で生み出されたメ
ンタリング運動の見事な「異花受精」として捉えられ、その中心的エージェントとなった
のが学校であった｡オーストラリアの事例は日本でのメンタリング運動の推進における｢土
壌」分析の必要性と「異花受精」に際しての中心的エージェントの確立方策の重要性を示
唆している。

1)Freeman,M.,Z乃e随ndne"ofSな没ng巴悶CambridgeUniversityPress,1993.
2）筆者稿｢米英のメンタリング運動と生涯発達支援の革新｣『日本生涯教育学会年報』第２５号2004年。
3）『オーストラリアの青少年対策一青少年の生活と直面する諸問題』（財）自治体国際化協会CLAIR
REPORTNUMBER187(October29,1999)等。
4）例えばAshbyE.,TheFutureoftheNineteenthCenturyldealofaUniversityjJI"nerva,6･1,
１９６７．
５)筆者稿「米国におけるメンタリング運動の展開」『言語文化』（愛知淑徳大学）第ll号2003年。
6)筆者稿「各国のメンタリング・プログラムの成果と課題」『日本比較教育学会第４０回大会発表要旨集
録」2004年226-227頁。
7)Rhodes,J.&Bogat,A.eds・Speciallssue:YbuthMentoring,44merrbanんzJzzza/of'"mm"""
殆yひhom52002.他。
8)EBpoz寸五ｂmtheHQimeル肋おtez･怠陥α幼〃幼waysAc"OzzPな刀踊sAfz℃e2り〃,p.7
9)Ibid.,p.4.
10)Ibid.,pp.5･6.
11)Ibid.,pp.6-7.
12)HartleyiR.,IbImg此叩上a"dMe"m画ng:ZbwazてZsa八庖なり"aJMzate"TheSmithFamilM2004,
p.11.
13)Ibid.,pp.10.11.
14)Ibid.
15）
16）

(2006年４月８日参照）http:"www・lap・asn.au/
(2006年４月８日参照）http://www､biRbrothersbiEslsters､orR､ａｕ/ｂｂｂｓａｕ／

17)MacCallum,J.&Beltman,S.,"jezzzaなり"a/Iearof.Olﾋﾉez･比率onsMbnmmzgrkseaz℃hPmﾉｾ“
Centre允rCurriculumandProfbssionalDevelopment,MurdochUniversity)1999.
18)Tbbin,L.,リ冊aMfMakesAGz℃arMemomzg乃りgram?励曾力Z轌加sof[E4""dy妬IJrMﾌv,Ｂmber
IWaDusseldorpSkillsForum,Apri12000.
19)MacCallum&Beltman,op.cit.
20)Ibid.,pp.3･4,32.
21)Ibid.,pp.xi･xm.
22)ConstitutionoftheNationalMentoringAssociationofAustralia(Inc)(MentoringAustraha).
23)Hartleyjop.cit.,p.10.
24)Ibid.,pp.16･17.
25)Freeland,J.,etal.,Appendixla:OptionsfbrnansitionServicebrYbungPeople,in"eseaz℃ｈ
&portsfrMePrimejifmSter台乃凹幼ｆ惣妨waysAc"Ｄ"盟胞"7hskfz℃e２〃４４ppendixZ
pp.１０-１３.
２６)Wilczynski,A.,etal.,mﾉﾖ血aな”of･"eMMeｎｍr"azke""cePIWzam,reportpreparedbyUrbis
KeysYbungfbrtheAustrahanGovernmentDepartmentofFamilyandCommunityServices,
Canberra,2004,pp.２･３.
２７）原住民のKaurna語で弟妹を意味する。
28)StaceyiK.,肋叩園脚ﾌi血dgenousIb"鋤〃巴"mmzgPIWzzmExtezzzaJ&題加aなり""句ﾌom2004.
29)Eazかんtez･w'巴砿iOn:Ibu幼〃bnmzmg乃りgzams-z４"overWewofme"tomzgpzngzamsfz．.yo""g
pe叩上ａｵ画Skofofnding;AustralianGovernmentAttorney-General'sDepartment,2003.
30)Hartleyjop.cit.,pp､3-4.
31)Ibid.,p.5.
32)Ibid.,pp.６･７.
３３)Wnczynski,A.,etal.,op.cit.,pp.iv-v，

-130 -


